





























































































































歯’種 人　　　　種 ‘　報 告　者 S SS tr no
♂ Hrdliεka　　l1．4 7．6 24．5 Il　66．4アメ　リカ白人 ♀ 〃 2．6　1 5．2　　1 21．8 1　70．6
‘　ア　メ　リ　カ　白 人 武 久 2．6 1．6 36．3 1　49．31
1
アメリカ・ネグロ
♂ 1 H・dliεka　ll4．9　　　1 7．6　　‘ 33．0 1　54・51
1 ♀ ク 3．6 8．0　　1 32．6 56．0
1、
ハ　　ワ　　ノ　人
♂ 〃 42．g　　l 38．1 4．8 14．3
1 　　　　　　」P 旦 i 〃　　… 36．8　　1 44．7 7．9 10．5 1
1　中　　国　　　人 ♂ 〃 66．2 23．4 L31
♀ 〃 82．7　　　‘ 12．5 1．0 3．8
1 1」　　本　　人 ε 1 ク　　　　　1 77．9 18．0　　1 0．O　　l 4．0
［日　　本 人 武 久 14．5 45．4 27．2 12．7
アメリカ臼人
♂ Hrdliこka 1．4　1 　　　1W．8 36．4 50．o　　I1
♀ 1 〃 1．0 7．4　　‘1 29．9 59．6
ア　メ　リ　カ　臼 人 武 久 0．0 21．6 29．8 48．4
アメリカ・ネグロ
♂ Hrdliξka 　　　1S．5 12．8 38．0 42．11　1　　1
皇 〃　　　．‘ 3．8　　11 11．1 35．4 47．5
1一 ハ　　ワ　　／　　人 ♂ 〃 57．1 14．3 4．8　　1　　　1 14．3
♀ ・　　　1 39．5 38．2　1 6．6 2．6　　1
1
中　　国　　人
♂ 1 〃　　　1 56．9　　‘ 24．0 1．5　　　1 9．5
皇 〃　　1 68．8 13．5 1．0 3．4
日　　本　　人 ♂ 〃 72．7　120．3 0．O　　　I 4・O　l
























歯種 人　種 報告者 近心 中央 遠心 2本 掲こ及ぶもの
11 B本人 上　條 L723．45431
インド人 恩　田 2．74 1．65 1．65
1．72
R．85
12 日本人 上　條 2α877．83 7．83．48 6．09





































イ　／　ト人 ，巴， 田 0
，　　　　　　　　　　　　　．
P　　　　　‘ li 本 人　　1 ヒ 條 14．41　1
〃 山 田 f也 雪 9．25
P二
〃 〃 2 13．64　1













































歯種 人　　　種 報　告　者　　　a　　　b c　　　d　　　e f　　　g h
イ　ノ　ド　人 t　　　F日　　・　峯　　　村『　　i　56．06　　　26．142．27　　9．85　　0．761．14‘2．651．14



































人　種 報告者 耶 M2M」MIMz頭或は厩 その他
恩田・峯村 1．94
鈴木・酒井 17．50 0．93 3．70 3．70
日　本　人
鈴木　♂ 10．19 0．60 2．63 0．84
鈴ナ　♀ 8．19 1．69 0．96 0．84








歯種 側別 人　　　種 報告者 0 P 1 2－5
u　　本　　　人 恩田・峯村 35．92 62．14 0．97 0．97
R イ　　ン　　ド　人 〃 51．52 47．73 0．76
アメリカ白入 Dahlberg20．00 72．00 4．00 4．00
ピマ・インディアン 〃 19．50 52．00 9．50 19．00
M、
日　　本　　人 恩田・峯村 33．98 63．40 L94 0．97
イ　　ン　　ド　人 〃 53．03 46．21 0．76L アメリカ白人 Dahlberg16．00 75．00 5．00 4．00
ヒ：マ・インディアン ク 17．50 55．00 11．00 16．50
u　　本　　人 恩田・峯村 78．64 20．39 0．97
イ　　ン　　ド　人 〃 70．65 29．55
アメリカ白人 Dahlberg31．／1 60．00 6．67 2．22
ヒ：マ・インディアン 〃 39．00 49．00 5．00 7．00M2
日　　本　　人 恩田・峯村 81．55 16．50 1．94
イ　　ン　　ド　人 〃 71．21 28．79
アメリカ白人 Dahlberg46．67 36．67 7．78 8．89
ビマ・インディアン 〃 28．00 51．00 13．00 8．00
日　　本　　人 恩田・峯村 100．0
イ　　ン　ド　人 〃 6．80R
アメリカ白人 Dahl　berg50．00 37．50 12．50
ヒマ・インディアン 〃M3
日　　本　　　人 恩田・峯村 94．12 5．88


















‘モ ウ コ 族 〃 0，015，029．0
中 国 人 〃 0．0　0．0　0．0
台 湾 人Chan918，318，721．9
台 湾 原 住 民 〃 21，713，727．1




tl 松 田106　241　　　　　1u 十 f・条 7gig51
Jt 武 久　56　16
t， 小 f主15．2．　9．219．61
イ ン ド 人恩田・峯村： 0．0　0．03．2
〃 ：野　　　村 3．41
ノ＼ ス ト ウ ン1酒井　　他 6，815．2
タ ジ ノ ク　　　〃 2，912．4
一 口 ㌧ノ ハ白 人lHellman0．0　0．O　I 3．0
古 代ハン ガーリ 一白 人　　　〃 0．0　2．03．0
ア メ リ カ 白 人　　　” 0，0‘2．00．0
〃 1武　　　久 0．0　0．Ol

























































ウ コ 族 tJ
0．0　0．0　0．0
11．0　0．0　6．0
中 国 人 Jf 0．0　5．0　0．0









































































歯種 人　　　　種 報　告　者 Y5 Y4 十5 十4
オーストラリア原住民 Hellman 100．0 0．0 0．0 0．0
西アフリカネグロ 〃 99．0 1．0 0．0 0．0
アメリカインディアン 〃 100．0 0．0 0．0 0．0
テキサスインディァン Go】dstein 68．7 0．6 30．6 0．0
中　　　国　　　人 Hellman 100．0 0．0 0．0 0．0
台　　　　湾　　　人 Chaη9 64．1 1．3 25．4 8．8
M1 日　　　本　　　人 鈴木・酒井 67．2 0．5 31．8 0．5
〃 中　　　村 62．8 1．7 31．4 4．1
〃 上　　　條 52．3 0．0 46．6 1．1
イ　　ン　　ド　　人 恩田・峯村 55．0 4．0 33．2 8．9
パ　ス　　ト　ウ　ン 酒井　　他 71．6 ll．6 10．5 6．3
シ　カ　ゴ　白　人 Dahlberg 84．0 8．0 2．0 2．0
ヨーロ　ツパ白人 Hellman 87．0 7．0 2．0 4．0
ド　　イ　　ツ　　人 Jφrgensen 64．2 8．1 23．8 3．9
オーストラリア原住民 Hellman 5．0 0．0 43．0 52．0
西アフリカネグロ 〃 17．0 12．0 8．0 63．0
アメリカインディアン 〃 1．0 0．0 31．0 69．0
テキサスインディアン Goldstein ユ．5 3．4 26．2 68．9
中　　　国　　　人 Hellman 0．0 0．0 19．0 81．0
台　　　　湾　　　人 Chang 7．7 6．0 33．7 56．1
日　　　本　　　人 鈴木・酒井 3．5 1．7 52．5 42．5
〃 中　　　村 2．3 1．5 39．6 56．6
M2
E
イ　　ン　　ド　　人 恩田・峯村 3．0 2．5 10．4 83．2
パ　　ス　　ト　ウ　ン 酒井　　他 0．0 2．7 3．5 93．8
ヨ　ーロ　ツパ白人 Hellman 0．0 5．0 1．0 94．0
ド　　イ　　ツ　　人 Jφrgensen 2．6 16．4 10．2 71．1
オーストラリア原住民 Hell　man 14．0 0．0 72．0 14．0
西アフリカネグロ 〃 20．0 3．0 59．0 17．0
アメリカインディアン 〃 0．0 5．0 75．5 19．0
テキサスインディアン Goldstein 12．1 6．6 47．3 34．1
M3 中　　　国　　　人 Hellman 0．0 0．0 50．0 50．0
台　　　　湾　　　人 Chang 1．9 2．9 46．7 35．2
日　　　本　　　　人 中　　　村 1．8 0．0 49．1 49．1
イ　　ン　　ド　　人 恩田・峯村 1．3 0．0 15．5 72．9
ヨ　ーロ　ッパ白人 Hellman 4．0 0．0 34．0 62．0



























































ド イ ツ 人Fab］n 93．6516．35
フィンランド人H〕elman　94．905．10
オランダ人Vlsser95．06　4．94フランス人Huche90．07　9．93テンマークノ）新石器時代　A］exanderミen　93．966．54



















































































































歯種 人　　種 報　告　者 材　料 0 1 n 皿 Ii
インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 47．11 44．21 2．48 5．37 0．83
日　本　人 加　　　　治 抜去歯 22．34 43．65 23．86 9．64 0．51
〃 川　　崎　他 〃 48．86 11．34 23．30 14．77 1．14
M1 〃 〃 頭蓋骨 29．73 9．46 31．08 25．68 4．05
〃 岩　　野　他 生　　体 15．84 46．53 27．72 9．90
米　国　人 Grewe，et　al．披去歯 93．93 3．19 1．12 1．96
ギリシャ人 Tastas，et　al．〃 80．16 14．40 2．33 3．11
インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 40．08 28．93 7．85 22．73 0．41
日　本　人 加　　　　治 抜去歯 6．36 40．0030．91 20．911．82
〃 川　　崎　他 〃 28．44 1L93 33．03 22．94 2．67
M2 〃 〃 頭蓋骨 8．45 22．5440．85 25．35 3．82
〃 岩　　野　他 生　　体 17．71 48．96 25．00 8．33
米　国　人 Grewe，etaL抜去歯 78．79 5．48 4．92 10．81
ギリシャ人 Tastas，etal．〃 88．08 8．69 2．42 0．81
インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 58．14 27．91 3．49 10．47M3 米　国　人 Grewe．etaL抜去歯 87．83 4．54 3．35 4．34
表22：歯頸部ほうろう突起の出現率（下顎．頬側）
歯種 人　　種 報　告　書 材　料 0 1 n 田 Ii
インド人 恩田・峯村 頭蓋骨 28．46 60．77’2．69 4．62 3．46
日　本　人 村　　上他 抜去歯 18．62 11．175．73 47．85 16．62
〃 川　　崎　他 〃 37．50 7．14 4．46 41．07 9．82
M1 〃 〃 頭蓋骨 41．18 2．94 10．29 42．65 2．94
〃 岩　　野　他 生　　体 2．27 43．18 31．82 22．73
米　国　人 Grewe，et　al．抜去歯 82．94 10．91 1．37 4．78
ギリシャ人 Tastsas，et　a1．〃 18．3 3．2 2．8
イ　ンド人 恩田・峯村 頭蓋骨 10．38 62．31 7．69 18．85 0．77
日　本　人 村　　上　他 抜去歯 3．52 14．66 21．2354．49 6．13
〃 川　　崎　他 〃 19．35 20．16 19．3540．32 0．81
M2 〃 〃 頭蓋骨 23．21 16．07 7．14 50．00 3．57
〃 岩　　野　他 生　　体 3．49 59．30 29．07 8．14
米　国　人 Grewe，et　al．抜去歯 63．71 18．28 6．45 11．56
ギリシャ人 Tastsas，eta1．〃 62．46 28．90 5．32 3．32




























顎別 歯種 右　側 左　側 計
Ml 1．6 1．7 1．7上顎
M2 3．8 3．7 3．8
M3 8．4 8．1 8．2
P1 0．1 0．05
P2 0．1 0．05下顎
Mi 0．7 0．2 0．5
M2 0．5　　　　0．7 0．6
M3 2．5　　　　3．1 2．8
　III度＝突起が分岐部まで延びているもの
　それに，鈴木37）mp村上23〕他らの考えを参考にし
てli度を加えた．
　Ii度＝1度の先にほうろう島のあるもの［．表2L
22，図18）
　8）ほうろう滴9）
　半球状をなし，歯根分岐部で．歯頸部ほうろう
突起の尖端あるいは，時には分岐部から離れた歯
根面に存在する．次の3種に分けることが出来る．
　単純ほうろう滴：小さい．歯根分岐部付近に多
く現われる．
　象牙質の核を有するほうろう滴：単純型より大
きく希である．半球形で核の象牙質は，しばしば
歯根の象牙質と連なっている，
　象牙質と歯髄腔をもったほうろう滴：小さい不
完全な双生歯と考えられる．
　半球形をなしたほうろう滴はインド人のほとん
ど全歯牙のそろった100体よりの抜去歯に全くみ
図21：屈曲歯
られない．また日本人の抜去歯中にも半球形のほ
うろう滴をみつけるのは大変な事であり，かなり
低い出現率ではないかと考えられる．舩木7）の表
はほとんど歯頸部ほうろう突起尖端に生ずる小さ
なものではないかと思う．俵23．図19）
　9）膏曲歯と屈曲歯6）
　警曲歯は歯冠と歯根の弩曲を示す．原因の多く
は外傷や発生部位に対する圧迫である．上顎中切
歯の埋伏歯にしばしぼみられ歯根が頬側へ膏曲する．
　屈曲歯は歯根部のみの攣曲である．歯根の多く
は傾斜と弩曲を生ずるが鋭い屈曲でなければ異常
とは考えない．抜歯の際障害となる．、図20．2L
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お　わ　り　に
　異常歯として多くの教科書でカラベリー結節を
記載しているが，それに匹敵する様な結節が沢山
みられる．細かい異常は歯科臨床の上であまり意
味がないという事から記載を少なくしているのか
も知れない．しかし，1つの結節の名残りとして
の溝が踊蝕の好発部位であったり，溝の変化が窩
洞の外形に関係したり，歯頸部や歯根の異常が歯
周疾患や外科的処置に影響をおよぼす．
　今後更に歯牙全体の異常や大きさの異常などに
研究を広げたい．
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